
令和３年度補助系統別事業評価票について 

 

１ 概要 

北部循環コースでは、国から認定を受け、地域間幹線系統確保維持費国庫補助金の交

付を受けている。令和３年度愛知県地域間幹線系統確保維持計画（令和２年10月から令

和３年９月までの計画）において、地域間幹線系統に位置付けした路線の事業評価を行

う必要があり、この度、運行事業者及び沿線市町村と情報共有及び連携を行い、評価票

を作成し、愛知県バス対策協議会に提出したため、地域公共交通会議で報告するもの。 

２ 主な内容 

 (1) 運行状況 

  ア 事業実施の適切性 

    運休等なく、計画どおりに運行した。 

  イ 目標・効果達成状況 

    年間利用者数の目標48,500人に対し51,064人の利用があり、目標を達成した。コ

ロナ禍で減少した利用者数が回復基調となったためと考えられる。 

  ウ 複数市町村を跨ぐ系統としての役割 

    市町村を跨ぐ利用者数は月に987人と推定され、主に東海市にある公立西知多総合

病院の利用が多いと考えられる。 

 (2) 取組状況 

   ・年に１回の関係市町との情報交換 

   ・バスロケーションシステムの導入 など 

 (3) 今後の課題及び取組 

   コロナ禍で減少した利用者数は回復基調にあるものの、収入面の回復は進んでいな

い。バスロケーションシステムの運用及びＰＲ並びにバスの乗り方教室の開催をはじ

めとしたバスの利用方法の啓発を行い、学生や社会人の利用促進に努める。 

３ 今後の予定 

  提出した評価票は、１月中旬に開催される愛知県バス対策協議会で協議された後に、

国に提出される。 
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